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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観 

 本単元は、小学校学習指導要領（平成 29 年度告示）解説社会編 第６学年の内容「（２）歴史と

人々の生活のアの（カ）キリスト教の伝来、織田信長・豊臣秀吉の天下統一を手掛かりに、戦国の

世が統一されたことを理解すること、及びイの(ア) 世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産

などに着目して、我が国の歴史上の主な事象を捉え、我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史

を学ぶ意味を考え、表現すること」に当たる。 

 本単元では、児童が戦国の世の統一に果たした織田信長、豊臣秀吉の役割を考え、表現すること

を通して、キリスト教の伝来、両武将の政策を手掛かりに、戦国の世が統一されたことを理解する

とともに、主体的に学習問題を追及・解決しようとする態度を養うことができると考える。 

 本教材では、戦国の世の政治の変化や人々の暮らしの変容を学ぶ。ここから、児童は権力の集中

や戦の意味、時代の背景を捉えることで、歴史的な出来事の因果関係を捉え、多角的な見方を育む

ことができると考える。また、歴史上の人物の行動や意図を考察する活動を通して、社会的な見

方・考え方の基礎を養える教材といえる。 

 

２ 研究との関わり  

 本研究は「自ら学び、深める社会科学習」を主題とし、単元内で自己選択学習を取り入れ、児童

の自己調整力を育成することをねらいとしている。 

 児童の実態として、歴史の学習を楽しみにしている児童や、自分の考えをもとうとする児童が多

く見られる。一方で、意見の交流は活発であるものの、そこから更に自分の考えを深めることに課

題がみられる児童もいる。さらに、課題解決のために必要な資料の選択に難しさを感じている児童

も少なくない。 

こうした実態を踏まえ、本単元では、学習計画表や、まとめと振り返りを記入する「深まりシー

ト」を用意し、児童が自身の学びを見通しながら、学びのペースや活用する資料、表現方法を自己

決定する「自己選択学習」を取り入れる。また、追究する過程の最後に、それまでに習得した知識

を活用し、社会的な見方・考え方を働かせて思考できる「小課題」を設定する。特に本単元では、

織田信長・豊臣秀吉の天下統一に向けた政策について、「武士の立場」「庶民の立場」から評価す

ることにより、多角的に社会的事象を捉える力が身に付くと考える。また、「小課題」を設定する

ことは、児童が自己選択学習で学んだ知識を定着させることにも有効であろう。これらの手立てに

より、主体的に自らの学びと向き合い、他者との交流を通して思考を深める児童を育成したい。 

 

３ 単元の目標及び児童の実態 

 目 標 児童の実態 

知識及び技能 ・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、地図や年

表、その他の資料で調べ、キリスト

教の伝来、織田・豊臣の天下統一を

手掛かりに、戦国の世が統一された

ことを理解できるようにする。 

・教科書中の重要語句についてまとめ
たり、与えられた資料から情報を得
たりできる。 
 

 

思考力、判断

力、表現力等 

・戦国の世の中の様子、人物の働きや

代表的な文化遺産などに着目し、キ

リスト教の伝来、織田・豊臣の天下

統一に向けた政策を関連付けたり総

合したりして、戦国の世の統一に果

たした両武将の役割を考え、適切に

表現できるようにする。 

・教科書や資料から、分かったこと

を、自分なりの表現方法でまとめる

ことができる。 

・資料から分かった事実から、社会的

事象について考えたことを表現する

ことが苦手な児童がいる。 

 

学びに向かう

力、人間性等 

・キリスト教の伝来、織田・豊臣の天

下統一に果たした役割について、予

・社会科の学習に前向きな児童は全体
の８割であり、多くの児童が特に歴
史学習に興味をもっている。 



想や学習計画を立てたり、学習を振

り返ったりして、学習問題を追及

し、解決できるようにする。 

・ほとんどの児童が、与えられた課題

を遂行しようという意識をもってい

る一方で、個別の指示がないと学習

活動が進まない児童が数名いる。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ・世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などについて、地図や年表、

その他の資料で調べ、キリスト教の伝来、織田・豊臣の天下統一を手掛かり

に戦国の世が統一されたことを理解している。 

思考・判断・ 

表現 

・キリスト教の伝来、織田・豊臣の天下を統一した様子について調べそれを関

連付けたり総合したりして、戦国の世の統一に果たした織田信長・豊臣秀吉

の役割を考え、適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・キリスト教の伝来、織田・豊臣の天下統一について、予想や学習計画を立て

たり、学習を振り返ったりして、学習問題を追及し解決しようとしている。 

 

５ 指導及び評価の計画（全７時間：本時第６時） 

過 

程 

時

間 

□学習活動 

 

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 
○指導に生かす評価、●評定に用いる評価 

つ

か

む 

１ □長篠の戦いの様子に着目し、戦国の
世の中から全国が統一されたことに
ついて単元の課題をつくる。 

 
□単元の見通しをもち、学習計画を立
てることができる。 

 

 

 

 

  ○ ◇絵図などから、戦国の世に興味関

心をもち、単元の課題を解決する

ための学習計画を立てている。 

＜観察・ワークシート（態）＞ 

追

究

す

る 

２  

 

 

 

 

 

※自己選択学習のため、児童自身の選

択によって進度が異なる。 

 

・織田信長・豊臣秀吉の政策をまとめ

るときには、事実だけでなく「誰の

ために・何のために」という視点で

考えを深める。 

 

・時間に余裕のある児童は当時の武士 

や庶民の衣食住について調べる。 

・チェックテストを作成し、児童自身

のタイミングで知識の確認ができる

ようにする。 

    

 

 

 

 

 

◇戦国の世で、日本とヨーロッパに

はどのような関わりがあったのか

理解し、記述している。 

＜ノート・ワークシート・学習支援

ソフト（知・思）＞ 

 

◇織田信長は、天下統一をするため

に、どのようなことを行ったのか

理解し、記述している。 

＜ノート・ワークシート・学習支援

ソフト（知・思）＞ 

◇豊臣秀吉は、天下統一を進めるた

めに、どのようなことを行ったの

か理解し、記述している。 

＜ノート・ワークシート・学習支援

ソフト（知・思）＞ 

 

３ ○ ○  

４    

［単元の学習課題］ 

織田信長と豊臣秀吉は、どのようにして戦国の世を統一していったのだろうか。 

〔第２時～第５時までのめあて〕 

① 戦国の世で、日本とヨーロッパにはどのような関わりがあったのか。 

② 織田信長は、天下統一をするために、どのようなことを行ったのか。 

③ 豊臣秀吉は、天下統一を進めるために、どのようなことを行ったのか。 

 



５ □織田信長・豊臣秀吉の政策について

整理する。 

 ●  ◇織田信長と豊臣秀吉の主な政策と

影響について表に整理している。 

＜学習支援ソフト（思）＞ 

 ６ 

本

時 

 

 

 

 

□武士と庶民の立場で織田信長と豊臣

秀吉の政策について評価し、両武将

が様々な立場の人を治めるために政

策を行っていたことに気付く。 

  

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

◆両武将が様々な立場の人を治める

ために政策を考えていたことに気

付き、記述している。 

＜学習支援ソフト（思）＞ 

ま

と

め

る 

７  

 

 

 

□単元の課題に対する答えをワークシ

ートに記述する。 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

● 

 

 

 

 

◆織田信長と豊臣秀吉が天下統一の

ために果たした役割を考え、記述

している。 

◆学習問題に対する自分の考えを記

述している。 

＜学習支援ソフト（知）（態）＞ 

 

Ⅱ 第６時の学習 

 

１ ねらい 武士や庶民などそれぞれの立場で織田信長と豊臣秀吉の政策について評価し、その理由を

友達と共有することを通して、両武将の政策を多角的な視点で捉え、天下統一に果たした

役割を考えられるようにする。 

 

２ 展 開 

主な学習活動 

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時までに児童が作成した整理チャートを用

いて学習を振り返る。（導入５分） 

Ｓ：織田信長は楽市楽座によって、商業活動を活

発化させたね。 

Ｓ：豊臣秀吉は刀狩によって、農民が反抗できな

い仕組みを作ったよね。 

 

 

○二人の武将の政策の概要を理解できるよう

に、前時までにまとめた表を提示する。 

 

○これまでの児童の「深まりシート」の記述か

ら、両武将以外の視点で二人の政策について

考えているコメントを取り上げる。       

       

○これまでは、それぞれの武将の視点で調べて

きたが、実際にその支配下で生活をする武

士・庶民の視点で両武将の政策について捉え

直すことを伝える。 

２ 両武将の政策について、自分の立場（武士・

庶民）から見てどんなメリット・デメリットが

あるか考え、学習支援ソフトに記述する。     

（展開①１５分） 

Ｓ：信長が堺を支配したことで、高い武器を手に

入れてくれたのは武士としてはありがたいと

思うな。 

Ｓ：秀吉の検地は、自分の仕事に専念できるから

庶民としてはありがたいかも。 

Ｓ：秀吉の刀狩は、庶民の反乱を抑えられるから

○武士や庶民の仕事や当時の年貢や税の取り立

て状況を掲示しておき、両武将の政策が自分

の生活とどのように関わるか考えるよう助言

する。 

 

○考えをもてない児童には、まず、「自分にと

ってその政策はよいか悪いか」という簡単な

選択から、なぜそう思うのか、理由を記述す

るよう助言する。 

 

＜めあて・課題等＞ 

両武将は、天下統一に向けて、どのようなこ

とを考えて政策を行ったのだろう。 

［本時のめあて］ 

両武将は、天下統一に向けてどのようなことを考えて政策を行ったのだろう。 

［本時のめあて］ 

織田信長と豊臣秀吉は、どのようにして戦国の世を治めていったのかまとめよう。 



 

３ 板書計画   

 

 

武士としては安心できる取組だな。 

Ｓ：庶民の中にも「農民」「町人」がいるよね。

町人だとしたら、信長の楽市楽座でたくさん

お金を稼げるのはメリットだと思うな。 

○庶民には「農民」と「町人」がいて、どちら

の視点で考えるべきか疑問をもった児童がい

たら、その気付きを称賛し、どちらかに視点

を絞ってメリット・デメリットを考えてよい

ことを伝える。 

 

○自由に友達と意見交流をして、追加された考

えは色を変えて学習支援ソフトに書きこむよ

う伝える。 

３ 全体で考えを共有し、立場や職業などによっ

て、評価が変わることを理解する。 

（展開②１０分）  

Ｓ：庶民としては、刀狩をされるといざというと

きに身を守れなくなるし、楽市楽座でお金を

稼げるから、秀吉より信長の基で生活がした

い。 

Ｓ：武士としては、刀狩をすることで、庶民の反

乱が抑えられて、戦いが減りそうだね。 

Ｓ：武士と庶民で、よいと思う政策が変わるね。 

◎一つの政策を違う立場から見ると、その評価

が変わることが理解できるように、武士側・

庶民側から意図的に指名をする。   

 

○武士・庶民双方の意見を色別に板書すること

によって、「どちらの政策も様々な立場の人

から評価されていること」に注目させ、両武

将が様々な人の生活を治めるために政策を考

えていたことに気付かせる。 

４ 「深まりシート」にまとめを記入する。 

（展開③１０分） 

Ｓ：立場によっていろいろな評価があったね。 

Ｓ：自分だけじゃなくて、いろいろな人がよいと

思える政策がないと天下統一はできないん

だ。 

Ｓ：どちらの武将も、様々な立場の人のことを考

えてバランスよくメリットがある政策を考え

ているね。 

◎両武将が自分の力を高めるためだけでなく、

様々な立場の民を従えるために政策を行って

いたことに言及している児童のまとめを共有

する。 

 

 

 

 

 

５ 「深まりシート」に振り返りを記入する。

（終末５分） 

Ｓ：庶民の立場で、最初は秀吉の刀狩はいやだな

と思っていたけど、友達の意見を聞いて、安

全面で考えるとよい政策だなと思った。 

Ｓ：信長の政策も秀吉の政策も、自分の権力を高

めるためだけでなく、様々な立場の人に影響

を与えていたことに驚いた。 

 
◆評価項目 

両武将が様々な立場の人を治めるために

政策を考えていたことに気付き、記述して

いる。    ＜学習支援ソフト（思）＞ 

＜まとめ＞ 

両武将は、天下統一に向け、武士にも庶

民にもバランスよくメリットがある政策を

考え、行った。 

 

め：両武将は、天下統一に向けて、どのようなことを考え、政策を行ったのだろう 

ま：両武将は、天下統一に向け、武士にも庶民にも

バランスよくメリットがある政策を考え、行った。 


